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TEL 022-717-8412（外来）

　当診療部は、2006年度から必修化された歯科医師臨床研修の管理・運
営・指導の中心的役割を担っており、毎年、本学歯学部のほか全国の大学か
ら多数の研修医を受け入れています。う蝕や歯周病の治療、義歯治療などの
いわゆる高頻度治療を必要とする患者さんに対し、口腔全体を一つの単位と
して捉えた「一口腔一単位」の診療指針に基づき、新患診査から予防管理に
至るまでの一連の歯科医療を研修医が担当医となって実践しています。研修
医には日頃より、本学歯学部臨床教育の理念である「考える歯科医師の養
成」に則り、患者さんのことを第一に考え、安心・安全で懇切丁寧な診療を行
うよう指導しております。なお、症例の種類や全身状態によっては、専門診療
科に依頼する場合があります。
　また、当診療部では、2021年度より新患予診業務を担当しております。歯
科部門には多数の専門診療科がありますが、どの専門診療科に紹介すれば
よいか判断できない患者さんにつきましては、一旦、当診療部にご紹介くださ
い。研修医と共に診察後、適切な専門診療科を紹介し受診していただきます。

特殊診療施設

菊池 雅彦 部長

新患予診では、高校生以上の患者さんの歯科疾
患全般を対象とします。中学生までの患者さんは
直接、小児歯科をご紹介ください。また、抜歯依
頼や腫瘍、補綴難症例、インプラント治療、矯正
治療など依頼内容が明らかな場合は、直接、それ
ぞれの専門診療科にご紹介いただいた方が、新
患日の患者さんの時間的な負担が軽減され、診
察・検査等の流れがスムーズに進みます。病院案
内をよくご覧になったうえでご紹介ください。な
お、研修医が担当して診療を行うことに同意され
る患者さんにつきましては、当診療部で診療を行
うことがありますのでご了承ください。

主な対象疾患

診療科WEB

　顎口腔機能治療部は、頭蓋顔面領域の先天性疾患を有する患者さんを
主な対象として、調和のとれた機能的な歯並び・咬み合わせを形成し、良好
な発音ができるようにする専門外来です。当治療部は東北大学病院唇顎口
蓋裂センターにおいて、院内他科とチーム医療を実施しています。矯正歯科
治療室（頭蓋顔面先天異常グループ）では、口唇裂・口蓋裂などの頭蓋顔面
先天異常のある小児を主な対象として、生後間もなくから治療を行ってい
ます。裂が大きく、重度の組織変形を伴う唇顎口蓋裂の新生児に対して、硬
質レジンで作製した口蓋床を用いた術前顎矯正治療を行っています。授乳
が楽になるとともに、裂を狭め、裂側鼻軟骨を矯正することによって、口唇
形成手術等を容易にする効果が得られます。マルチブラケット装置による本
格矯正歯科治療では歯科矯正用アンカースクリューを積極的に併用し、良
好な治療結果が得られるようになっています。言語治療室では、言語聴覚
士２名が主に口蓋裂に特有の器質性構音障害に対する専門的な言語訓練
を行っています。院内他科や地域のことばの教室と連携して、質の高い言語
治療を提供しています。

特殊診療施設

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

五十嵐 薫 部長

TEL 022-717-8410（外来）

口唇裂・口蓋裂、顔面裂（斜顔裂、横顔裂、正中
顔裂など）、ベックウィズ・ヴィーデマン症候群、
マルファン症候群、先天性外胚葉形成不全、頭
蓋骨縫合早期癒合症（クルーゾン症候群、ア
ペール症候群など）、ロバンシークエンス（ピ
エール・ロバン症候群）、トリーチャー・コリンズ
症候群、第一第二鰓弓症候群（ヘミフェイシャ
ルマイクロソミア）、鎖骨頭蓋骨異形成症、軟骨
無形成症、染色体異常（ダウン症候群、ター
ナー症候群など）、６歯以上の先天性部分無歯
症、その他の顎口腔の先天異常、顎変形症、前
歯及び小臼歯のうち３歯以上の萌出不全によ
る咬合異常

顎口腔機能治療部
完全予約制

総合歯科診療部

外来担当医表

　当治療部では知的能力障害などの基礎疾患により、歯科診療を受ける際
に特別な配慮が必要な方に、安心して治療に臨めるように歯科診療導入に
向けたトレーニングから、う蝕・歯周病管理を含む定期的な予防管理などの、
一般歯科診療全般を実施しています。歯科治療が困難な場合には、患者さん
の疾患特性に応じて、大きく二つのアプローチにより歯科への適応行動を促
しています。一つは心理学的手法により適応行動を引き出すこと、もう一つは
精神鎮静法や全身麻酔法などによる薬理学的手法により現状の適応で歯科
治療を行う方法で、その際は歯科麻酔疼痛管理科と連携し実施しています。
　診療には、日本障害者歯科学会認定の専門医や認定医を含む歯科医師が
従事し、患者さんの障害の特性に配慮した歯科診療を心がけております。診
療は個室で行い、外部からの刺激を遮断することで、歯科診療に向けてのト
レーニングや、歯科診療時に周囲の環境から患者さん本人が影響を受けな
いよう配慮をしています。障害のある方の口腔の生涯にわたる健康支援を通
じて、障害のある方のQOLの維持に貢献していきたいと考えています。

特殊診療施設

障がい者歯科治療部
TEL 022-717-8408（外来） 水田 健太郎 部長完全予約制

当治療部では歯科治療に対して協力を得るこ
とが難しく、一般の歯科医院では受け入れが困
難である方の、歯科治療導入へのトレーニング
や、う蝕（虫歯）の治療や歯周疾患の管理などの
一般的な歯科医療を行っています。具体的に
は、知的能力障害や自閉スペクトラム症、注意
欠如・多動性障害などの発達障害、脳性麻痺や
筋ジストロフィーなどの身体障害、そのほか、先
天異常や染色体異常など一般的な歯科治療を
行う上で意思疎通の困難がある方、歯科治療を
行うこと自体が身体的に大きな負担になる方
など、特別な配慮を必要とする患者さんを対象
としています。

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

　顔面口腔再建治療部では腫瘍手術や外傷、先天性疾患などによって、口腔
を形作る骨や組織、顔面の一部を失った方を対象に、その機能と形態および
審美性を回復する顎顔面補綴治療を専門に行っています。顎顔面補綴には、
顎骨の欠損部を非観血的にあるいは手術等の併用により人工物で補填する
顎補綴（顎義歯）と、顔表面を含む実質欠損部を補填修復する顔面補綴（エ
ピテーゼ）があります。最近はインプラント義歯である「広範囲顎骨支持型装
置及び広範囲顎骨支持型補綴」が保険導入され、顎顔面欠損患者に積極的
に歯科インプラントの適用を図っています。また、デジタル歯科診療を応用し
た顎骨再建補綴治療など先端の診療にも取り組んでいます。医歯境界領域
の専門診療チーム医療である嚥下治療センターにおいては、頭頸部腫瘍術
後（舌接触補助床（PAP）、軟口蓋挙上装置（PLP）や顎義歯で患者介入）の
摂食嚥下・リハビリテーションに取り組んでいます。顎義歯は患者口腔内形
態を回復することができ、PAPは舌の口蓋への接触を容易にし、PLPは鼻咽
腔を閉鎖しますが、これらを適用することにより、嚥下機能の改善を図ってい
ます。

特殊診療施設

顎顔面口腔再建治療部

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

先天性、腫瘍手術、MRONJ、外傷後の歯・顎欠
損による咀嚼障害、審美障害、発音障害、摂食
嚥下障害、口腔機能低下症
先天性、腫瘍手術、外傷後の顔面欠損（目、耳、
鼻、指など）による審美障害
口唇口蓋裂による咀嚼障害、審美障害、発音障
害

顎骨再建補綴症例

小山 重人 部長TEL 022-717-8581（外来）
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